1 

才ャ 

われく の祖 たちが、 まだ、 青雲の ふる 郷を 夢み て 居 

た 昔から、 此話は はじまる。 而も、 とんぼう 髭 を 頂に 

据 ゑた 祖父. 曾祖父の 代まで、 萌 えて は 朽ち、 絶えて 

は擘 えして、 思へば、 長い 年月 を、 民族の 心の 波の 畦 

りに 連れて、 起伏して 来た 感情で は ある。 開化の 光り 

は、 わたつみの 胸 を、 一挙に あさましい 干潟と した。 

併し 見よ。 そこり に 揺る 、なごりに は、 既に 業に、 波 

の 穂う つ 明日の 兆し を 浮べて 居る ではない か。 わ 

れ くの 考へ は、 竟に 我々 の考 へで ある。 誠に、 人 や 



りならぬ 我が 心で ある。 けれども、 見ぬ 世の 祖々 の考 

へ を、 今の 見方に 引き入れて 調節す ると 言 ふこと は、 

其が 譬ひ、 よい 事で あるに しても、 尠くとも 真実で は 

シャゥ リャゥ 

ない。 幾多の 祖先 精 霊 をと まど ひさせた 明治の 御代 

の 伴 大納言 殿 は、 見飽きる 程 見て 来た。 せめて、 心の 

世界 だけで なりと、 知らぬ 間の とてつもない 出世に、 

チャウ ャ ゥ マイ 

苔の 下の 長夜の 熟睡 を 驚したくない ものである。 

ことば 

われく の 文献 時代の 初めに、 既に 見えて 居た 語に、 

ひとぐ に. ひとの 国と 言 ふの が ある。 自分た ちのと、 

寸分 違 はぬ 生活 条件 を 持った 人々 の 住んで 居る と考へ 

られる 他国 • 他郷 を 斥した ので ある。 「ひと」 を 他人と 



言 ふ 義に使 ふこと は、 用語 例の 分化で ある。 此と 幾分 

の 似より を 持つ 不定 代名詞の 一 固り が ある。 「た 

(誰)」 • 「いつ (= いづ)」 . 「なに (何)」 など 言 ふ 語 は、 

未経験な 物事に 冠せ る 疑 ひで ある。 ついでに、 其 否定 

を 伴うた 形を考 へて 見る がよ い。 「たれなら なくに」. 

「いづこ は あれ ど (= あらず あれ ど)」 . 「何なら ぬ …… 」 

などに なると、 経験 も 経験、 知り 過ぎる 程 知った 場合 

になって 来る。 言ひ換 へれば、 疑 ひもない 目前の 事実、 

われ • これ • こ、 の 事 を 斥す ので ある。 たれ. いつ - 

なにが、 其の 否定文から 引き出されて 示す 肯定 法 の 古 

むしろ 

い 用語 例 は、 寧、 超 経験の 空想 を 対象に して 居る 様に 



も 見える。 われ • これ . こ、 で 類推 を 拡充して ゆけ る 

ひとぐ に即、 他国 • 他郷の 対照と して 何 その 国 • 

或は、 異国. 異郷と も 言 ふべき 土地 を、 昔の 人々 

も考 へて 居た。 われ/ \ が 現に 知って 居る 姿の、 日本 

中の 何れの 国 も、 万国 地図に 載った どの 島々 も 皆、 異 

国 • 異郷で はない ので ある。 唯、 まる/ \ の 夢語りの 

国土 は、 勿論の 事で あるが、 現実の 国で あっても、 空 

ヌキ 

想の 緯糸の 織り 交ぜて ある 場合に は、 異国 • 異郷の 名 

で、 喚んで さし 支へ がない ので ある。 

われく の祖々 が 持って 居た 二 元 様の 世界観 は、 あま 

り飽 気な く、 吾々 の 代に 霧散した。 夢 多く 見た 人々 の 



カタ リベ 

を 聴きつ いだ 語部の 物語の 上で も、 やはり 大昔の 出来 

事と して 語られて 居る。 其 本つ 国に ついては、 先史考 

古学 者 や、 比較 言語学者 や、 古代史 研究家が、 若干の 

旁 証 を 提供す る ことがあ るのに 過ぎぬ。 其 子. 其 孫 は、 

オヤ ゎづ 

袓の 渡らぬ 先の 国 を、 纔 かに 聞き 知って 居た であらう。 

併し、 其 さへ 直ぐに 忘られて、 唯 残る は、 父祖の 口 か 

ら 吹き込まれた、 本つ 国に 関する 恋慕の 心で ある。 そ 

の 千年 ニー 千年 前の 祖々 を 動して 居た 力 は、 今 も 尚、 

われ/^ の 心に 生きて 居る と 信じる。 

十 年 前、 熊 野に 旅して、 光り 充っ 真昼の 海に 突き出た 

大王 个 崎の 尽 端に 立った 時、 遥かな 波路の 果に、 わが 



魂の ふるさとの ある 様な 気がして ならなかった。 此を 

はかない 詩人 気どりの 感傷と 卑下す る 気に は、 今以て 

なれない。 此 は是、 曾て は祖々 の 胸 を煽リ 立てた 懐郷 

心 (のす たる ぢぃ) の、 間歇 遺伝 (あた ゐ ずむ) とし 

て、 現れた もので はなから うか。 

カラ ャマ 

す さの をのみ ことが、 青山 を枯 山な す 迄 慕 ひ 歎き、 い 

な ひのみ ことが、 波の 穂 を 踏んで 渡られた 「^ が 国」 

は、 われ/ \ の祖 たちの 恋慕した 魂の ふる 郷 であった 

ので あらう。 いざなみ のみこと • たまより ひめの 還リ 

います 国なる からの 名と 言 ふの は、 世々 の 語部の 解釈 

で、 誠 は、 かの 本つ 国に 関する 万人 共通の 憧れ 心 を こ 



めた 語な のであった。 

わけ 

而も、 其 国土 を、 父の 国と 喚ばなかった に は、 訣がぁ 

おもかげ 

ると 思 ふ。 第一 の 想像 は、 母権 時代の 俤 を 見せて 居 

る ものと 見る。 即、 母の 家に 別れて 来た 若者た ちの、 

此 島国 を 北へ く 移って 行く に 連れて、 愈 強くな つ 

て 来た 懐郷 心と する ので ある。 併し 今では、 第二の 想 

像の 方 を、 力強く 考 へて 居る。 其 は、 異族 結婚 (えき 

ぞ がみい) によく 見る 悲劇 風な 結末が、 若い 心に 強く 

印象した 為に、 其 母の 帰った 異 族の 村 を 思 ひやる 心 か 

ら出 たもの、 と 見る ので ある。 かう 言った 離縁 を 目に 

見た 多くの 人々 の 経験の 積み重ね は、 どうしても 行か 



れぬ 国に、 値 ひ 難い 母の 名 を 冠ら せる の は、 当然で あ 

る。 

二 

民族の 違うた 遠い 村 は、 譬ひ、 母の 国で あっても、 生 

活 条件 を 一 つに して 居る ものと 考 へなかった のが、 大 

昔の 人心で あらう。 されば こそ、 とよた まひめ の 「こ 

とゾ わたし」 にも、 いはな が ひめ 等の 「とこ ひ」 にも、 

八尋鰐 や、 木の 花の 様な 族 霊 崇拝 (とうて みずむ) の 

俤が、 ちらついて 罟 るの だと 思 ふ。 此方 は、 かう 言 ふ 



る。 いな ひの 命と 前後して、 波の 穂 を 踏んで みけぬ の 

卜 n ョ 

命の 渡られた 国の 名 は、 常世と 言うた。 

過ぎ 来た 方 を ふり 返る 妣が 国の 考へ に関して、 別な 意 

味の、 常世の国の あく がれが 出て 来た。 ほんとうの 異 

郷 趣味 (えき ぞ ちしず む) が、 始まる ので ある。 気候 

がよくて、 物資の 豊かな、 住みよ い 国 を 求めくて 移 

ら う と 言 ふ 心ば かりが、 彼ら の 生活 を 善くして 行く 力 

の 泉であった。 彼らの 歩み は、 富みの 予期に 牽 かれて、 

東へ くと 進んで 行った。 彼らの 行くて に は、 いつ 迄 

シ ラレ ヌ クニ よこた は オヤ 

もく 未知 之 国が 横 つて 居た。 其 空想の 国 を、 祖た 

トコ ョ スギ 二 

ちの 語で は、 常世と 言うて 居た。 過去し 方の 西の 国 か 



らおむ がしき 東 の 土への 運動 は、 歴史に 現れた より 

も、 更に 多くの 下積みに 埋れた 事実が あるので ある。 

大嘗会 の をり の 悠紀： 王 基の 国が、 ほ y 民族 移動 の 方 

向と 一致して、 行くて と 過ぎ 来し方と に、 大体 当って 

居る の も、 わたしの 想像 を 強めさせる。 東への 行き 足 

が、 久しく 常 陸ぎ りで 喰 ひ 止められて 延びなかった こ 

と は 事実で ある。 祖 たちの 敢て せなかつ たこと を、 為 

遂げた の は、 毛の 国から 更に 移リ 住んだ 帰化人の 力が 

多い。 此は、 飛鳥. 藤 原から、 奈 良の 都へ かけての 大 

為 事であった。 

祖 たちが、 みかど 八洲の 中なる 常 陸の 居 ま はりに、 



常世 並びに、 日 高見の 国を考 へたの も、 此処に 越え 難 

いみち のおく との 境が あって、 空想 を 煽り 立てた から 

であった。 常世 を 海の 外と 考 へる 方が、 昔び との 思想 

だとす る 人の 多から うと 言 ふ こと は、 私 にも 想像が 出 

来る。 併し 今の 処、 左袒多 かるべき 此方に、 説 を 向け 

る ことが 出来ぬ。 

書物の 丁 づけ 通りに、 歴史が 開展 して 来た ものと 信じ 

て 居る 方々 に は、 初めから 向かぬ お 話 をして 居る ので 

卜 n 3 

ある。 常世と 言 ふ 語の、 記. 紀な どの 古書に 出た 順序 

すぐ さ ま 

を、 直 様 意義 分化の 順序 だ、 との 早合点に 固執して 貰 

うて 居て は、 甚だお 話が しにくい ので ある。 ともあれ、 



海の あなたに、 常世の国 を考 へる 様になつ てからの 新 

しい 民譚 が、 古い 人々 の 上に かけられて 居る ことが 多 

いの だ、 とさう 思 ふので ある。 海の あなたの 大陸 は 

ァヂ マサ 

蒲 葵の 葉 や、 椰子の 実 を 波う ち 際に 見た 位で は、 空想 

出来なかった であらう。 其 だから、 大后 一族の ^ が 国 

の 実在 さへ 信じる ことが 出来ないで、 神の 祟り を 受け 

られた 帝 は、 古物 語 を 忘れられた 新人と して、 此例か 

らも、 呪 はれな された 訣 になる。 彼ら は、 もっと 手近 

ゥナザ 力 トコ ョ 

い 海阪の 末に、 わたつみの 国と 言 ふ、 常世 を 観ずる 様 

トコ ョ 

になって 来た。 いろ この 宮を、 さながら 常世と 考 へる 

こと は、 やはり 後の 事で あるら しい。 



さ て もたら ャ クサ 

扨 又、 あめの ひ ぼ この 齎 した 八 種の 神宝 を 惜しみ 護 

つた 出 石 人の I が 国 は、 新羅ではなくて、 南方 支那で 

あった こと は、 今では、 討論が 終結した。 其 出 石 人の 

カグ 

一 人で 国の 名 を 負うた たぢ まもりの、 時 じくの 香の 

木 実 を 取り 来よ との 仰せで 渡った の は、 橘 実る 妣が国 

なる 南の 支那であった。 出 石 人の 為の 妣が国 は、 大和 

人に は 常世の国と 感ぜられて 居た ので ある。 此処に 心 

とまる こと は、 此 常世が、 なり 物の 富みの 国であった 

ばかりでなく、 唯 一 点 だが、 後の 浦島ノ 子の 物語と 似 

ャカゲ ャホコ 

通 ふ 筋の ある ことで ある。 八縵. 八 矛の かぐの このみ 

を 持って、 常世から 帰りつ いた 時 は、 既に 天子 崩御の 



考 へに 基いて 居る ので ある。 常世 人に、 あやかって、 

其 国人と 均しい 年 をと つて 居た 為に、 束の間と 思うた 

間に、 此世 では、 家処 も、 見知り ごしの 人 もなくなる 

程の 巌の 蝕む 時間が 経って 居た ので ある。 

常世で は、 時間 は 固より、 空間 を 測る 目安 も 違うて 居 

た。 生活 条件 を 異にした ものと 言へば、 随分 長い 共同 

生活に、 可な り 観察の 行き届いて 居る はずの 家畜 ども 

の 上に すら、 年数の 繰り 方 を 別にして 居る。 此 とて、 

猫 • 犬が 言 ひ 出した ことで はない。 人間が 勝手に、 さ 

うとき めて 居る ので ある。 まして、 常世の国 では、 時- 

空の 尺度 は、 と はう もな く寸の 延びた の や、 時として 



想が 絡みつ いたので、 富みの 国との み考 へた 時代が 今 

一 層 古く は あるまい か。 

飛鳥. 藤 原の 万 葉び との 心に、 まづ 具体的にな つたの 

は、 仏道よりも 陰陽 五行 説で ある。 幻術 者の 信仰で あ 

る。 常世と、 長寿と 結びつい たの は、 実は 此頃 である。 

記 • 紀 • 万 葉に、 老人. 長寿. 永久性な ど 言 ふ 意義 分 

化 を 見せて 居る の も、 やはり、 其 物語の 固定が、 此間 

にあった こと を 示す ので ある。 浦 島ノ子 も、 雄 略 朝な 

どのつ が もない 昔 人で なく、 実は やはり、 初期 万 葉び 

との 空想が、 此 迄あった わたつみの 国の 物語に、 はな 

やかな 衣 を 着せた ので あらう。 「春の 日の 霞める 時に、 



澄 ノ江ノ 岸に 出で 居て、 釣り舟のと をら ふ 見れば」 と 言 

ふ、 語部の 口 うつしの 様な、 のどかな 韻律 を 持った あ 

の 歌が 纏り、 民謡と して 行 はれ 始めた ものと 思 ふ。 燃 

ゆる 火 を 袋に 裹む 幻術 者 どもの しひ 語りに は、 不老- 

不死の 国土の 夢語りが、 必 主な 題目に なって 居た であ 

らう。 

卜 n ョ 卜 n ョ ュ 

併しもう 一代 古い 処 では、 とこよが 常 夜で、 常 夜 経く 

クラ 

国、 闇 かき 昏す 恐し い 神の 国と 考 へて 居たら しい。 常 



オヤ/、 

ふ 名に こめられた、 よもつ 大 神のう しはく 国 は、 祖々 

卜 n ョ 

に 常 夜と 呼ばれて、 こ は がられて 居た ことがある、 と 

言ひ換 へても さし 支へ はない 様で ある。 みけぬ の 命の 

常世 は、 別に わたつみの 宮 とも 思 はれぬ。 死の 国の 又 

の 名と 考 へても、 よい 様で ある。 

ミカ ド 

大 倭の 朝廷の 語部 は、 征服の 物語に 富んで 居る。 いた 

ゴニチ 

ましい 負け戦の 記憶な ど は、 光輝 ある 後日 譚に 先立つ 

もの、 外 は、 伝って 居ない。 出 雲. 出 石 その他の 語部 

も、 あらた 代の 光りに 逢うて、 暗い、 鬱陶しい 陰を祓 

ひ 捨て、 裏ぎ る ものと て は、 物語の 筋に さへ 見えな く 

ァ マガ タリ 

なった。 天 語に 習 合せられる 為に は、 つみ 捨てられ 



クニ ガタリ n ト ハ ィサ ハ 

た 国語 の 辞の 葉の 腐 葉が、 可な りに あった はずで ある。 

され ど、 祖々 の 世々 の 跡に は、 異族 に対する 恐怖の 色 

あ ひが、 極めて 少 いわけで ある。 えみし も、 みし はせ 

も、 遠い 境で 騒いで 居る ばかりであった。 時には、 一 

人 ぼつち で 出かけて 脅す 神 はあって も、 大抵 は、 此方 

から 出向かねば、 姿 も 見せない のであった。 さはって、 

神の 祟り を 見られた の は、 葛城ノ 一 言 主にお ける 泊 瀬 

ョビサ 力 ヒメ コソ 

天皇の 歌で ある。 手児ノ 呼坂. 筑 紫の 荒ぶ る 神 • 姫 社 

の 神な どの、 人 殺る 者 は 到る 処の 山中に、 小さな 常 夜 

の 国 を 構へ て 居た こと、 察せられる。 国 栖 • 佐 伯 • 土 

蜘蛛な ど は、 山 深く のみ ひき 籠って 居た ので はな かつ 



た。 炊ぎ の 煙の 立ち 靡く 里の 向つ 丘に すら 住んで 居た。 

アナ シ ャ マガ ッ 

まき もく の 穴師の 山び とも、 空想の 仙人 や、 山賤 では 

なく、 正真正銘 山薩 して 祭りの 場に 臨んだ 謂 はゾ今 

の 世の 山男の 先祖に 当る 人々 を 斥した の だ、 と 柳 田 国 

男 先生の 言 はれた の は、 動かない。 其 山人の 大概 は、 

隘勇線 を 要せぬ 熟蕃 たちであった。 寧、 愛敬 ある 異風 

の 民と 見た。 国栖. 隼 人の 大嘗 会に 与り 申す の も、 

卜 ホッス メロ ギ 

遠 皇祖 の 種族 展覧の 興 を 催させ 奉る 為ではなかった。 

彼らの 異様な 余興に、 神人 共に、 異郷 趣味 を 味 はふ 為 

であった。 

ほんとうに、 祖々 を怖ぢ させた 常 夜 は、 比 良 坂の下に 



底知れぬ よみの 国で あり、 ねの かたす 国であった。 い 

ざな ぎの 命の 据 ゑら れた千 引きの 岩 も、 底の 国への 道 

を 中絶え にす る ことが 出来なかった。 いざな ぎの 命の 

鎮リ ます ひの わかみや (日 少宮) は、 実在の 近 江の 地 

から、 逆に 天上の 地を捏 ちあげた ので、 書紀 頃の 幼稚 

もっとも 

な 神学者の 合理 癖の 手が 見える 様で ある。 尤 、 飛 

鳥 • 藤 原の 知識で、 皇室に 限って 天上 還 住せし め 給 ふ 

カム 

こと を考へ 出した 様で ある。 神 あがりと 言 ふ 語 は、 地 

の 岩戸 を 開いて 高天原に 戻る のが、 その 本義ら しい。 

浄見原 天皇 • 崗宫 天皇 (日 並 知 皇子 尊) 共に、 此 意味 

の 神 あがり をして 居させられる。 柿 ノ本ノ 人麻呂 あた 



りの 宮廷 歌人 だけの 空想で なく、 其 頃で はもう、 貴賤 

の 来世 を、 さう 考 へなくて は、 満足 出来ぬ 程に、 進ん 

で 居た ので あらう。 ひの わかみやが、 天上へ 宫 移しの 

あつたの も、 同じく 其 頃の 事と 思 ふ 外 はない。 

トコ ヨガ ミ 

飛鳥の 都の 始めの 事、 富士山の 麓に、 常世 神と 言 ふの 

ハタ カハ カツ タ イデ 

が 現れた。 秦ノ河 勝の 対 治に 会 ふ 迄の はやり 方 は、 す 

ばらしい ものであった らしい。 「貧 人 富み を 致し、 老 

ワカ ミシャ ゥ ダイ 

人少 きに 還らむ」 と 託宣した 神の 御正 体 は、 蚕の 様な、 

ホソキ 

橘 や、 曼椒 に、 いくらでも やどる 虫であった。 而も 民 

共 は、 財宝 を 捨て、 酒. 薬丄ハ 畜を路 側に 陳 ねて 「新 

富 入り 来つ」 と 歓呼した と あるの は、 新 舶来の 神を迎 



へて 踊り狂う たものと 見える。 此も、 常世から 渡った 

神 だ、 と 言 ふの は、 張本人 大生 部ノ 多の 言明で 知れて 

居る。 「此神 を 祭らば 富みと 寿と を 致さむ」 とも 多 は 

言うて 居る が、 どうやら、 富みの 方が 主眼に なって 居 

る 様で ある。 此神 は、 元、 農 桑の 蠱 術の 神で、 異郷の 

富み を 信徒に 頒 けに 来た もの、 と 思 はれて 居た ので あ 

らう。 

話 は、 又 逆になる が、 仏 も 元は、 凡夫の 斎いた 九州 辺 

の 常世 神に 過ぎなかった。 其が、 公式の 手続き を 経て 

の 還り 新参が、 欽 明朝の 事 だと 言 ふので あらう。 守屋 

は 「とこよの 神 をう ちきた ます も (紀 )」 と 言 ふ 讃め辞 



を酬 いられずに 仆れ た。 

クヌチ 

唯 さへ、 お ほ まがつ び. 八十 まがつ びの 満ち 伺 ふ 国内 

イマ キ 

に、 生々 した 新しい 力 を 持った 今 来の 神 は、 富み も 寿 

も 授ける 代りに、 まか リ 間違へば、 恐し ぃ災を 撒き 散 

す。 一 旦、 上陸 せられた 以上 は、 機嫌に さはらぬ やう 

にして、 精々 禍を 福に 転ずる ことに 努めねば ならぬ。 

併し、 なるべく ならば、 着岸 以前に 逐っ払 ふの が、 上 

分別で ある。 此 ために、 塞への 威力 を 持った 神 を^ ¥ 

と 言 ふこと になった のか も 知れぬ。 一 つ ことが 二つ 

に 分れた と 見える あめの ひ ぼ こ • つぬ がの あらしとの 

話 を 比べて 見る と、 其 辺の 事晴 は、 はっきりと 心に う 
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